
肥前国庁跡

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

肥前国庁跡（ひぜんこくちょうあと）は、佐賀

県佐賀市大和町大字久池井に所在する、律令制

下における地方行政機関の中心施設跡である。

1989年（平成元年）9月22日、国の史跡に指定
される。
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本国庁跡は、確認調査により久池井字五本杉で確認さ

れた。規模は、南北104.5メートル、東西77.2メートル
である[1]。建物は南北中軸線（約7度西に傾く）上に南
から南門、前殿、正殿、後殿が並び、前殿の東西両側

に各々2軒の脇殿が配置されている。また、正殿の左右
に廊が取り付けられて、郭内を南北に二分している。

南門は築地を内側にやや引いて八御門にしている。建

物規模は前殿・後殿が7間×2間、正殿も同じ大きさで、
これに各1間の4面廂がつき、9間×4間、脇殿は4棟とも
7間×2間である。建て替えは前殿、後殿、脇殿がそれぞ
れ1回ずつ行われている。正殿と回廊は建て替えが認められないのは、後期に掘立柱建
物から礎石建ちに変更されたためか。しかし、礎石は見つかっていない。南門は2回建
て替えられ、礎石が一部残っている。建て替えは大きく前期・後期の二期に分かれる

が、両期を通じて建物の規模や配置には基本的に変更なかったようである。

南門（復元）
目次

発掘結果

後殿側から南門を望む

座標: 北緯33度19分1.0秒東経130度16分26.4秒
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国庁築成時期は、出土した須恵器、土師器、多量の瓦などから、8世紀前半と推定され
ている。

国府について、『肥前国風土記』には記録がない。『和名抄』に「乎岐国府」（おぎ）
[2]とある。しかし、奈良時代には久池井に置かれていたので、移転したと考えられる

が、明らかになっていない。

1. ^ 4周を巡る築地塀の外側の溝で計測。 
2. ^ 乎岐は嘉瀬川西方にあたる現在の小城。 

◾ 田平徳栄「肥前国庁跡」『図説 日本の史跡 第4巻 古代1』文化庁文化財保護部史跡
研究会監修、同朋舎出版、1991年。 ISBN 978-4-8104-0927-7。

◾ 国衙

◾ 郡衙

◾ 日本古代の地方官制

◾ 佐賀県の観光地

◾ 国指定文化財等データベース 
(https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/maindetails.asp)（文化庁）

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=肥前国庁跡&oldid=72340721」から取得

最終更新 2019年4月11日 (木) 09:41 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用され
る場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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